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Abstract (300 word limit)
人が死ぬ時は夢を見ながら死ぬのではないかと考えます。
何が作用しているのか特定はできませんが、脳がホルモン物質（Dopamineやアドレナリンといった快楽物質）を異常に分泌し、
一切の苦痛を感じないように夢を見ている時と同じ感覚を体験しながら死に至るのです。
したがって臨死体験の生還者は、まるで夢でも見ていたかのような体験をお話されますし、
人が最期にどのように死んでいくのかは今まで謎でしたが、
臨死体験者の手がかりからもわかるように、より現実に近い夢の感覚の中で死んでいくのではないかと考えられます。
それは幻覚なのか幻聴なのか、現実との区別がつかないまま、むしろ快楽を体験していると言えるでしょう。
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Shotaro Miyamoto　既存の心理学にとらわれない独自の方法で新たな心理学を研究している。
独自の専門心理学に「自閉症の心理学」と「相対性心理学」がある。
人間関係を始めとした人生を楽しむための心理学が強み。
宇宙理論や健康情報などおあらゆる分野の知識も豊富で、心豊かな人生の構築に取り組む。.
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